





































































































































です（p  248～ 257）．それによれば，藩の門は格付されて










































































































































































































様に冠木には幅 91.9㎝，厚さ 91.9㎝，長さ 11.0ｍの木材 1 
「翔ぶが如く」セットの御楼門（1990 年 1月 25日）
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鹿児島城御楼門の歴史性と復元の経過
本と，幅 91.9㎝，厚さ 91.9㎝，長さ 6.6ｍの木材 2本が，
敷梁には幅 91.9㎝，厚さ 91.9㎝，長さ 11.0ｍの木材 1本と，
幅 91.9㎝，厚さ 91.9㎝，長さ 6.5ｍの木材 4本が使われ，




































角とし，鏡柱は 88㎝× 60㎝とし，冠木は 76㎝× 88㎝とし，




































































組立 1　柱の「ひかりつけ」 組立 2　寄せ掛け柱の仮り合わせ
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三木　靖
瓦の復元 1　唐草瓦の復元 瓦の復元 2　外観の復元
瓦の復元 3　鬼瓦の復元 瓦の復元 4　鬼瓦の復元




































わせていき，高さ 24ｍ程，幅 38ｍ程，奥行き 23ｍにな
る素屋根をかけます．素屋根前面は原寸大の復元完成予定
図で飾られ，夜間はライトアップされます．周囲の作業区
加工 1　材木の加工 加工 2　材木の加工




加工 5　材木の加工 加工 6　材木の加工
加工 7　材木の加工 加工 8　材木の加工
素屋根の建設 2
加工 9　材木の加工 加工 10　材木の加工
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鹿児島城御楼門の歴史性と復元の経過
組立 1　柱の仮組 組立 2　柱の建てかた


































幅 9㎝，長さ 7.5m程の角材を 40㎝の間隔で取り付けます．
これを野棰木と呼びます．野地板を保護するため，スギを
挽き割り厚さ 3～ 4㎜の土居葺き板を作り，打ち付けます．
長さが 30㎝，幅 18～ 25㎜の板を，6㎝ずつずらして野地
板に竹釘で打ち留めます．ずらして留めるので五重になり，
厚さは 1.8㎝程になります．
組立 6　大屋根の組立 組立 7　大屋根の組立
































































上棟式後御楼門棟上げ（2019 年 7月 29日）
鹿児島城山城想定復元図A（有馬昭人氏作図）
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三木　靖
成した絵図等でも容易に分かりますが，藩政末期以降は
すっかり忘れられてしまいました．しかし幕末に金山奉行
だったことのある成尾常矩が，大手口，岩崎口，新照院口
には御門と番所があり，士勤番であったと説明できたのは，
藩士の一部は大手口等には御門と番所があったことを覚え
ていたことを物語っています．
（3）廃城後，鶴丸城の愛称のもとで
　明治以降，鹿児島城が山城だったことは無視される傾向
になりその時期が続きましたが，  屋形部の発掘調査報告書
が鹿児島城は山城だったと説明しましたので，山城につい
て関心が甦りました．鹿児島城は山城だったという内容は，
鹿児島城が城として使われていた時期に，  鹿児島城の名称
が広く使われていたことを認識する機会になりました．そ
の結果，鹿児島（鶴丸）城という表記が増えつつあります．
鶴丸城とう愛称は，1877年よりかなり後に広がりますの
で，鶴丸城の呼び名は鹿児島城が廃止されて，遥か後に付
けられた愛称と分かってきて，  鹿児島城の名を見直す機会
が生まれました．鹿児島城が山城だったことと，鹿児島城
の呼び名が忘れられかけたが，本来の名称だったことにつ
いて近年認識が急速に進んだように思います．
　それは同時に，鹿児島城の御楼門が，｢大手門」と呼ば
れたことがなかったことの理解に繋がると思われます．
６．御楼門の復元をめぐって
（1）御楼門は伝統技法に最新の科学技法を併用し，素材に
　こだわり，藩政期の城郭建築技法をとことん追求した画
　期的な復元になりました．
（2） 御楼門復元は産学官の連携で，新たな取り組みになり
　ました．
（3）鹿児島城復元の方向が見えてきました．
　本稿は「鹿児島城御楼門復元の意味するもの」のテーマ
で，2020年 2月 29日に講演する予定でしたが，講演会が
中止されたためもあって，若干の修正を施し，改題したも
のです．修正の主なものは新聞記事と図版類との削除です．
今回，掲載許可を得たのに掲載できなかったものがありま
すが，周囲の状況が急変した事情を考慮したためです．ま
た講演会の性格から，典拠の記載を省きました．以上ご理
解いただきたいと思います．
　最後になりましたが，資料提供にご協力いただいた，鶴
丸城御楼門建設協議会，鹿児島県文化スポーツ局文化振興
課楼門等建設推進室，江藤・丸久・宇都特定建設工事共同
企業体，亀山建設，鹿児島県建築士会をはじめ鹿児島城御
楼門建設関係者各位に感謝します．
鹿児島城山城想定復元図B （大西由以子氏作図）
